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今月の主な内容（Contents）

５

日本体育大学と「体育・スポーツ振興に関する協定」を締結しました！

投票区の見直しを行います！

雨水貯留・浸透施設設置助成制度

役場各課などからのお知らせ　　ほか

134
平成 28 年（2016）
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12

－ 子どもたちに夢を！ －
「体育・スポーツ振興に関する協定」調印式

　3月 28 日、町と学校法人日本体育大学（松浪健

四郎理事長）との間で「体育・スポーツ振興に関す

る協定」を締結しました。

　この席で松浪理事長は「町内の子どもたちに夢を

与えることができれば」と力強く語りました。

　（本号 2ページに関連記事を掲載）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
！

日
本
体
育
大
学
と

▲協定書に署名をする松浪理事長と浜上町長

▲調印式でお礼の言葉を述べる浜上町長

▲調印式終了後、職員に対して思いを語る松浪理事長

　

３
月
28
日
、
役
場
本
庁
舎
で
町
と
学
校
法

人
日
本
体
育
大
学
（
松
浪
健
四
郎
理
事
長
）

の
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
協
定
」

の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
県
内
で
は
初
で
全
国
で
は
33
番
目

に
な
り
ま
す
（
３
月
28
日
現
在
）。

　

日
本
体
育
大
学
は
創
立
以
来
「
體た

い

い

く

ふ

き

ょ

う

育
富
強

之の

も

と

い基
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
、
健
康
で
豊

か
な
社
会
の
実
現
と
、
世
界
に
通
用
す
る
競

技
者
・
指
導
者
の
育
成
を
追
求
。
最
近
で
は

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
高
揚
な
ど
を
目
的
と
し
て

各
自
治
体
と
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
な
ど
の

各
分
野
で
学
生
や
生
徒
、
教
職
員
、
指
導
者

の
交
流
や
、
施
設
利
用
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
な

ど
に
よ
る
学
生
と
市
民
の
交
流
、
教
育
・
研

究
・
課
外
活
動
の
協
同
な
ど
を
進
め
、
相
互

の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
町
で
は
継
続
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
参
加
、
地
域
の
特
色
あ
る
マ
ラ
ソ
ン

大
会
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
へ
の
支
援
、
さ

ら
に
は
全
国
規
模
の
大
会
誘
致
や
２
０
２
０

年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
事
前
合

宿
の
誘
致
を
目
指
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に

よ
り
地
域
の
活
性
化
、
世
代
間
・
地
域
間
の

交
流
を
進
め
、
健
康
増
進
や
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
文
化
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ

教
育
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
一
層
の
発
展

と
さ
ら
な
る
社
会
貢
献
を
図
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

調
印
式
で
浜
上
町
長
は
「
こ
の
協
定
締
結

を
機
に
機
運
を
盛
り
上
げ
て
、
ぜ
ひ
と
も
事

前
合
宿
の
誘
致
を
成
功
さ
せ
た
い
。
そ
の
た

め
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

松
浪
理
事
長
は
「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
際

し
て
、
本
学
が
社
会
貢
献
と
し
て
何
を
す
べ

き
か
考
え
た
と
こ
ろ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を
地
域
に
広
げ
る
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
地
域
創
生
の

一
助
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の
協
定
締

結
に
よ
っ
て
協
力
関
係
を
築
き
、
町
内
の
子

ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
ま
す
」
と
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
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４
月
10
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
た
香
美
町
消
防
団
出
初
式
に
は
、
西
村
功

団
長
以
下
５
０
６
人
が
出
席
。
多
数
の
来
賓

が
見
守
る
中
、
役
員
に
対
す
る
辞
令
交
付
や

新
入
団
員
の
任
命
（
分
団
長
以
上
は
下
記
の

と
お
り
）、
長
年
に
わ
た
る
消
防
活
動
へ
の

功
績
に
対
す
る
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
浜
上
町
長
は
５
年
が
経
過
し
た
東

日
本
大
震
災
に
触
れ
、
そ
の
遺
族
や
被
災
者

に
対
し
て
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、

「
昨
年
度
の
火
災
発
生
件
数
は
、
近
年
で
は

最
少
で
あ
っ
た
一
昨
年
と
同
様
の
５
件
で
し

た
。
こ
れ
は
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
の
予
防
消

防
活
動
の
お
か
げ
で
す
。
近
年
の
災
害
は
地

震
や
津
波
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
な
ど
と

い
っ
た
人
間
の
想
定
を
は
る
か
に
超
え
た
規

模
で
頻
発
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
災
害
に

対
し
て
迅
速
か
つ
的
確
に
対
処
し
て
い
く
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
防
団
の

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
常
に
先
頭

に
立
っ
て
活
動
し
、
町
民
の
安
全
・
安
心
の

確
保
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
東

日
本
大
震
災
の
教
訓
に
も
あ
る
よ
う
に
、
皆

さ
ん
自
身
の
生
命
を
最
優
先
に
し
て
活
動
に

励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
新
た
に
基
本
団
員
34
人
と
機
能

別
団
員
６
人
が
入
団
。
代
表
し
て
小
代
特
設

第
１
分
団
の
今
井
寿
樹
さ
ん
が
「
一
日
も
早

く
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
、
地
域
の
防
災

活
動
の
中
核
と
し
て
住
民
の
期
待
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
力
強

く
誓
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
各
支
団
ご
と
に
一
斉
放
水

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

▲新入団員を代表して決意を誓う今井さん

▲一斉放水訓練を行う香住支団の皆さん

◇
団
長
…
西
村 

功

　
　

【
香
住
支
団
】

　
　

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
佐
藤
尚し

ょ

う

む武

　
　

◇
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
磯
田
啓
介
、

　
　
　

橋
本
昭
弘
、
渡
邉 

孝

　
　

◇
分
団
長

　
　

・ 

支
団
本
部
…
中
村 

悟
、
清
水
容よ

し

か

ず和
、

馬
場
一か

ず

と

し壽
、
濵
本
幸
広
、
今
西
康
喜

　
　

・
香
住
特
設
分
団
…
…
…
松
岡
大
悟

　
　

・
香
住
第
１
分
団
…
…
…
谷
口
昭
彦

　
　

・
香
住
第
２
分
団
…
…
…
久
保
隆
之

　
　

・
香
住
第
３
分
団
…
…
…
中
川
和
史

　
　

・
香
住
第
４
分
団
…
…
…
岡
田
博
史

　
　

・
香
住
第
５
分
団
…
…
…
吉
川
正ま

さ

ひ

と人

　
　

・
余
部
分
団
…
…
…
…
…
岡
本
展の

ぶ

あ

き明

　
　

・
柴
山
分
団
…
…
…
…
…
寺
川
公き

み

ひ

と人

　
　

・
佐
津
分
団
…
…
…
…
…
田
中
健
介

　
　

・
奥
佐
津
分
団
…
…
…
…
脇
坂
利
勝

　
　

・
長
井
第
１
分
団
…
…
…
田
原
淳
史

　
　

・
長
井
第
２
分
団
…
…
…
溝
脇
伸
一

　
　

【
村
岡
支
団
】　
　
　

　
　

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
今
後
武
司

　
　

◇ 

副
団
長
兼
副
支
団
長
…
古
家 

学
、

東 

俊と

し

か

ず一
、
石
井 
勇

香
美
町
消
防
団
（
分
団
長
以
上
、
敬
称
略
）

香
美
町
消
防
団
（
分
団
長
以
上
、
敬
称
略
）

　
　

◇
分
団
長

　
　

・  

支
団
本
部
…
長
岡
裕
文
、
小
谷
佳
和
、

西
﨑 

昭
、
谷
脇
文
雄
、
石
井
精
一
、

西
田
一
彦

　
　

・
村
岡
特
設
第
１
分
団
…
森
垣
文
裕

　
　

・
村
岡
特
設
第
２
分
団
…
井
上
善
広

　
　

・
村
岡
特
設
第
３
分
団
…
天
良
雅
之

　
　

・
村
岡
第
１
分
団
…
…
…
山
田
貴
広

　
　

・
村
岡
第
２
分
団
…
…
…
小
林
久
之

　
　

・
村
岡
第
３
分
団
…
…
…
上
田
昌
司

　
　

・
村
岡
第
４
分
団
…
…
…
大
林
一
樹

　
　

・
村
岡
第
５
分
団
…
…
…
西
村
一
敏

　
　

・
村
岡
第
６
分
団
…
…
…
山
本
隆
敏

　
　

・
村
岡
第
７
分
団
…
…
…
上
田
勝
也

　
　

・
村
岡
第
８
分
団
…
…
…
古
川
尊た

か

し史

　
　

・
村
岡
第
９
分
団
…
…
…
井
手
口
正ま

さ

ひ

と人

　
　

【
小
代
支
団
】

　
　

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
邊
見
八
郎

　
　

◇ 

副
団
長
兼
副
支
団
長
…
西
村
吉
弘
、

古
岡
敏
幸

　
　

◇
分
団
長

　
　

・ 

支
団
本
部
…
田
中
公
雄
、
中
村
達
也
、

朝
倉
富
昭
、
古
岡
恵
祐

　
　

・
小
代
特
設
第
１
分
団
…
瀧
川 

誠

　
　

・
小
代
特
設
第
２
分
団
…
田
野
和
則

　
　

・
小
代
第
１
分
団
…
…
…
井
上
直
樹

　
　

・
小
代
第
２
分
団
…
…
…
前
垣 

淳
じ
ゅ
ん

　
　

・
小
代
第
３
分
団
…
…
…
伍
々 

淳
ま
こ
と

　
　

・
小
代
第
４
分
団
…
…
…
本
上
剛
士

　
　

・
小
代
第
５
分
団
…
…
…
小
林 

平

　
　

・
小
代
第
６
分
団
…
…
…
井
上
雄
次

平
成
28
年
度
香
美
町
消
防
団
出
初
式
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１
ヵ
月
に
１
回
程
度
を
目
安
に　

「
ク
リ
ー
ン
ま
す
」
の
掃
除

　

下
水
道
に
接
続
済
み
の
皆
さ
ん
で
、
自

宅
の
屋
外
排
水
路
に
ク
リ
ー
ン
ま
す
を
設

置
し
て
い
る
場
合
、
こ
ま
め
に
掃
除
し
ま

し
ょ
う
（
１
ヵ
月
に
１
回
程
度
を
目
安
）。

　

ク
リ
ー
ン
ま
す
の
掃
除
を

怠
る
と
、
宅
内
の
排
水
口
か

ら
悪
臭
が
し
た
り
、
油
脂
分

な
ど
の
固
着
に
よ
っ
て
排
水

が
逆
流
し
、
宅
内
の
排
水
口

か
ら
あ
ふ
れ
出
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

下
水
道
の
集
合
処
理
区
域
の
宅
地
を
対
象

に
、
地
下
水
の
か
ん
養
や
水
資
源
の
有
効
活

用
を
目
的
と
し
た
施
設
の
設
置
に
対
し
て
、

次
の
よ
う
な
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
（
申
請

期
限
は
今
年
10
月
末
）。

雨
水
貯
留
施
設
（
浄
化
槽
の
転
用
）

　

下
水
道
接
続
で
不
要
に
な
っ
た
浄
化
槽
を

転
用
し
、
庭
の
花
や
家
庭
菜
園
へ
の
水
や
り

な
ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
雨
水
を
た
め
る
貯

留
槽
に
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

改
造
工
事
費
の
３
分
の
２
（
上

限
10
万
円
）

雨
水
貯
留
・
浸
透
施
設
設
置
助
成
制
度

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課

雨
水
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

雨
水
貯
留
施
設
（
雨
水
タ
ン
ク
）

　

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
タ
ン
ク
（
助
成
対

象
は
容
量
２
０
０
ℓ
以
上
）
に
た
め
て
、
庭

の
花
や
家
庭
菜
園
へ
の
水
や
り
な
ど
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

購
入
費
お
よ
び
設
置
工
事
費
の

３
分
の
２
（
上
限
５
万
円
）

雨
水
浸
透
施
設

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
し
た
敷
地
で
も
、
屋

根
や
敷
地
内
に
降
っ
た
雨
水
を
地
下
に
浸
透

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

購
入
費
お
よ
び
設
置
工
事
費
の

３
分
の
２
（
上
限
５
万
円
）

投
票
区
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
）

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
有
権
者
数
の

減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
、
選
挙
立
会
人
の
選

任
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
投
票
区
や
投
票
所

が
近
接
し
て
い
た
投
票
区
を
見
直
し
、
夏
に

執
行
予
定
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
、

左
記
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
見
直
し
に
よ
り
投
票
所
が
遠

く
な
っ
た
土
生
区
お
よ
び
三
川
区
は
、
投
票

の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
投
票
所
ま
で
の

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
投
票
区
の
番
号
が
変
わ
る
投
票
区

が
あ
り
ま
す
が
、
区
域
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

変更前

投票区 区　域

第 5投票区
丹生地区、西下岡区、下
岡区、上岡区、隼人区、
本見塚区

第 8投票区 土生区

第 6投票区 畑区、大梶区

第 7投票区 三川区

第 18投票区
東上区、東中区、本町区、
野々上区、殿町区、大糠
区、光陽区

第 19投票区
水上区、川上区、中西区、
新町区、西本町区、用野
区、鹿田区

変更後

投票区 区　域

第 5投票区
丹生地区、西下岡区、下
岡区、上岡区、隼人区、
土生区、本見塚区

第 6投票区 畑区、大梶区、三川区

第 16投票区

東上区、東中区、本町区、
野々上区、殿町区、大糠
区、光陽区、水上区、川
上区、中西区、新町区、
西本町区、用野区、鹿田
区

※第 1投票区から第 4投票区は変更ありません。
　第 9投票区から第 17 投票区は第 7投票区から第 15 投票区に番号のみ変更になります。
　第 20 投票区から第 34 投票区は第 17 投票区から第 31 投票区に番号のみ変更になります。
　 投票所は、これまでと同じ投票所を使用しますが、会場の利用予定などにより変更になる
ことがあります。詳しくは選挙の際にお知らせします。
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けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

健
康
づ
く
り
は
毎
日
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
！

〜 
日
々
の
積
み
重
ね
で
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う 

〜

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
に
は
、
日
々
の
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
が
大
切
で
す
。
普
段
か
ら
自

分
自
身
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
お
く
こ
と

で
、
小
さ
な
変
化
も
見
逃
さ
ず
に
す
み
ま
す
。

　

今
回
は
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
や
定
期
健
診

の
大
切
さ
と
そ
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
は
、
食
生
活
の
乱
れ
や
運
動
不

足
な
ど
日
々
の
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

予
防
す
る
に
は
、
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ

と
が
一
番
の
近
道
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分
自

身
が
毎
日
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
る
か
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

も
っ
と
も
手
軽
に
で
き
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
は
、
体
重
測
定
で
す
。
適
正
体
重
を
維
持

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
急
に
増
え
た
場

　

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
に
加
え
て
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
の
が
健
康
診
査
で
す
。

　

持
病
を
持
ち
通
院
し
て
い
る
人
は
「
い
つ

も
診
て
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
考

え
が
ち
で
す
が
、
別
の
病
気
が
隠
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
通
院
と
は
別
に
健
診
の

機
会
を
持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
健
診
は
「
受
け
れ
ば
終
わ
り
」
で

は
な
く
、
結
果
を
次
に
生
か
す
こ
と
が
大
切

状
況
を
把
握
し
よ
う
！

状
況
を
把
握
し
よ
う
！

毎
日
の
簡
単
チ
ェ
ッ
ク
で
心
身
の

毎
日
の
簡
単
チ
ェ
ッ
ク
で
心
身
の

し
ょ
う
！

し
ょ
う
！

年
に
一
度
は
健
康
診
査
を
受
け
ま

年
に
一
度
は
健
康
診
査
を
受
け
ま

対
象
者
に
つ
い
て
！

対
象
者
に
つ
い
て
！

平
成
平
成
2828
年
度
健
（
検
）
診
の
無
料

年
度
健
（
検
）
診
の
無
料

合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
高
齢
の
人
は
特
に

体
重
の
減
少
が
大
き
な
病
気
の
サ
イ
ン
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

継
続
し
て
測
定
す
る
こ
と
で
、
早
め
に
体

調
の
変
化
を
捉
え
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
用
の
血
圧
計
も
あ
れ
ば
便
利
で
す
。

同
じ
血
圧
計
で
同
じ
時
間
帯
に
計
測
を
続
け

て
い
る
と
、
変
動
に
気
が
つ
き
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

睡
眠
不
足
や
ス
ト
レ
ス
で
も
血
圧
は
変
わ

り
ま
す
。「
今
日
は
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
」

と
い
う
時
は
そ
の
原
因
を
取
り
除
く
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
通
じ
の
状
態
も
ぜ
ひ
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
い
つ
も
と
違
う
と
感
じ
た
ら
、
よ
り
注

意
深
く
観
察
す
る
こ
と
で
、
病
気
の
予
防
や

早
期
発
見
に
な
り
ま
す
。

　

運
動
を
毎
日
の
生
活
に
取
り
入
れ
る
た
め
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

歩
く
だ
け
で
も
良
い
の
で
す
が
、
歩
数
計

が
あ
る
と
さ
ら
に
効
果
的
で
す
。
歩
数
を
見

る
こ
と
で
、
運
動
量
が
意
識
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

無
理
を
せ
ず
、
年
齢
や
体
調
に
合
わ
せ
て
、

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
続
け
て
い

け
ば
、
日
々
の
健
康
状
態
を
具
体
的
に
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
毎

日
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

で
す
。
前
回
と
比
べ
て
ど
う
だ
っ
た
か
、
改

善
点
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
し
っ
か
り
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
医
師
や
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
生
か
す
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

日
々
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
と
定
期
的
な
健

診
で
、
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
の
健
（
検
）
診
の
無
料
対
象
者
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

特
定
健
康
診
査

　

・
70
歳
以
上
の
人

　

・ 

40
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

・ 

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳
、

65
歳
、
70
歳
の
人
で
過
去
に
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
を
未
受
診
の
人

● 

が
ん
検
診
（
胃
・
肺
・
大
腸
）

　

・
40
歳
の
人
（
全
員
）

子
宮
頸
が
ん
検
診

　

・
20
歳
、
40
歳
の
人
（
全
員
）

　

・ 

25
歳
、
26
歳
、
30
歳
、
31
歳
、
35
歳
、
36

歳
の
人
で
過
去
５
年
間
に
未
受
診
の
人

乳
が
ん
検
診

　

・
40
歳
の
人
（
全
員
）

　

・ 

45
歳
、
46
歳
、
50
歳
、
51
歳
、
55
歳
、

56
歳
、
60
歳
の
人
で
過
去
５
年
間
に
未

受
診
の
人

　

※
年
齢
は
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
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高
齢
に
な
る
と
認
知
症
、
ま
た
転
倒
に
よ

る
骨
折
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

本
町
で
も
そ
れ
ら
が
要
因
で
介
護
保
険
要
介

護
認
定
を
受
け
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
の
認
定
率
は
、
平
成
23
年

10
月
に
は
15
・
９
％
で
し
た
が
、
現
在
で
は
、

18
・
７
％
（
平
成
28
年
2
月
時
点
）
と
大
幅

に
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
介
護
予
防
対
策
と
し
て
お
勧
め
す

る
２
本
の
ポ
ー
ル
（
杖
）
を
使
っ
て
歩
く
「
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
オ
ー
ク
」
の
効
果
や
効
能

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

認
知
症
予
防
と
し
て

　

認
知
症
の
予
防
に
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な

ど
の
低
強
度
の
運
動
が
最
適
で
す
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
は
全
身
の
有
酸

素
運
動
と
し
て
効
果
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

両
手
に
ポ
ー
ル
を
持
つ
こ
と
で
、
通
常
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
よ
り
も
１
・
４
倍
の
運
動
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
血
流
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
と
し
て

の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

介
護
予
防
・
転
倒
予
防
と
し
て

　

２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
で
四
足

歩
行
に
な
る
た
め
、
身
体
が
安
定
し
、
背
筋

が
伸
び
た
姿
勢
で
の
歩
行
が
可
能
に
な
る
た

め
、
膝
や
腰
な
ど
の
関
節
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が

大
幅
に
少
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
ポ
ー
ル
を

持
つ
こ
と
で
腕
を
振
っ
て
歩
く
た
め
、
上
半

身
の
運
動
と
し
て
も
効
果
的
で
す
。

地
域
で
の
活
動
に
お
す
す
め
！

　

町
で
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
オ
ー
ク
用

ポ
ー
ル
の
整
備
や
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
い
き
い

き
サ
ロ
ン
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
自
主
活
動

も
支
援
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
中
で
試
し
て

み
た
い
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
オ
ー
ク
で

早
め
の
介
護
予
防
対
策
を
！

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

どうしたらいいの？

ごみの出し方Ｑ＆Ａごみの出し方Ｑ＆Ａ

　4月からクリーンパーク北但でのごみ処理が始ま

りました。それに伴いごみの分け方・出し方が一部

変更となり、多くの問い合わせがあります。

　今回はその代表的なものを紹介します。

●ごみの出し方について

Q. 「古紙類」の日に、区の公民館に「紙製容器包装」

の紫色の袋が収集されずにたくさん残っていました。

なぜですか？

A. ４月から「紙製容器包装」の出し方が変わり、 無料

で配布していた紙製容器包装用の紫色の指定袋は廃

止しました。

　  紙マークのついている紙製容器包装は、資源ごみ用

（緑色）の指定袋を使って、紙製容器包装の日に、ご

みステーションに出してください。

　  「紙製容器包装」を「古紙類」には出せませんので

ご注意ください。

Q. ごみの出し方が少し変わりましたが、ハンドブック

は新たに配布されますか？

A. 今回の変更は一部分で、変更点をまとめた「一部改

訂のお知らせ」を１月に全戸配布しました。そのた

めハンドブックを新たに配布する予定はありません。

　 なお、改訂後のハンドブックとごみの分け方・出し方

一覧表は町HPからダウンロードできます。

●ごみ袋について

Q. 以前の「燃えるごみ用」や「燃えないごみ用」の袋が

まだ残っていますが、ごみ処理施設が変わっても使え

ますか？

A. 「燃えるごみ用」は「燃やすごみ用」、「燃えないごみ用」

は「燃やさないごみ用」の袋として使用できます。

Q. 廃止となった「乾電池類用」の袋は、「燃やすごみ用（大）」

の袋と交換できると聞きましたが、外袋（５枚）単位

ですか？また、袋に名前を書いたものも交換できます

か？

A. 袋は１枚単位で交換します。名前を書いたものでも交

換します。

　 また、以前の「危険ごみ用」の袋も「乾電池類用」の

袋と同様に交換します。

　 なお、交換の期限は、9月 30 日（金）までです。それ

までに役場町民課または各地域局に申し出てください。

●クリーンパーク北但の問い合わせ先の変更

事務所の移転に伴い、北但行政事務組合の

電話番号が下記の通り変更になりました。

℡ 0796・21・9110

●問い合わせ先　役場町民課

▲ 小代区平野で行われた元気体操
サークル（昨年 10 月）
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問い合わせ先

役場総務課防災安全室

交
通
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

交
通
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

交
通
事
故
の
死
者
数
は
、
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
高
齢
者
が
占
め
る
割
合
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
交
通
事
故
は
、

身
近
な
道
路
で
の
発
生
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
よ
く
知
っ
て
い
る
道
で
あ
っ
て
も
、

安
全
確
認
を
行
い
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

【事例】

　「無料健康セミナーのご案内」というチラ

シが自宅に郵送されてきた。内容を見てみる

と近くの公民館で健康セミナーが開催され、

試供品などが無料でもらえるというものだっ

た。公民館で開催されるセミナーなら怪しく

ないだろうと思って参加した。

　ところが、参加者はわずか数人。セミナー

とは名ばかりで 30 万円の骨盤ベルトや 20

万円の足底のインソールを勧められた。

　試供品などをもらったりしたため断りきれ

ずに契約したが、高額なので解約したい。

【ひとことアドバイス】

◆ 店舗以外の場所で商品の販売を行う場合には、

勧誘を行う前に「販売業者の氏名又は名称、販

売を行うこと、商品の種類等明らかに告げなけ

ればならない」と法律で定められています。

◆ クーリングオフ期間中は無条件で解約できます。

また、期間を過ぎたり、代金を支払っていても、

解約できることがありますので、早めにご相談

ください。

◆ 公共的な施設を利用したイベントだからといっ

て、行政の関わりがあるものとは限りませんの

で、注意が必要です。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

無料セミナーで健康商品の販売

　賢い消費者になりましょう！

活費 相談

（件）

6

44

6

7

1

00

1

0

3

8

０
時
〜

２
時
〜

４
時
〜

６
時
〜

８
時
〜

10
時
〜

12
時
〜

14
時
〜

16
時
〜

20
時
〜

22
時
〜

18
時
〜

▲人身事故の時間別発生状況

車両相互車両相互
24 件24 件車両単独車両単独

8件8件

自転車対自転車対
車両車両
5件5件

人身事故件数人身事故件数
40 件40 件

平成 27年平成 27 年

人対車両人対車両
3件3件

▲町内の交通事故類型

16～19歳16～19歳2 人2人

死者・負傷者数死者・負傷者数
55 人55 人

平成 27年平成 27 年

65～74歳65～74歳
3 人3人

25～64歳25～64歳
31 人31 人

75歳以上75歳以上
11 人11 人

6～12歳6～12歳
4 人4人

20～24歳20～24歳
3 人3人

13～15歳13～15歳1 人1人

▲人身事故による死者・負傷者数（年齢別）

人身事故件数人身事故件数
40 件40 件

平成 27年平成 27 年
安全運転安全運転
義務違反義務違反
22 件22 件信号無視 2件信号無視 2件

横断等禁止 2件横断等禁止 2件

交差点安全進行義務 2件交差点安全進行義務 2件

その他 5件その他 5件

通行区分通行区分
5件5件

一時不停止等 2件一時不停止等 2件

▲人身事故の主な原因

　

町
内
の
交
通
事
故
の
特
徴
は
、
車
両
相
互

の
事
故
が
24
件
と
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。
発
生
時
間
は
10
時
か
ら
12
時
が
最
も
多

く
、
次
い
で
児
童
の
登
下
校
時
間
帯
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
死
者
・
負
傷
者
の
年
齢
は

25
歳
か
ら
64
歳
ま
で
が
半
数
以
上
を
占
め
て

い
て
、
主
な
原
因
は
安
全
運
転
義
務
違
反
で

す
。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文 芸 か み文 芸 か み
真真
ま さ ごま さ ご

砂砂俳句会俳句会
4月句会から4月句会から

八
十
路
な
る
健
脚
明
け
の
蟹
選
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田 

美
代
子

子
の
声
も
さ
く
ら
に
な
り
て
風
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西 

政
枝

草
萌
え
や
畠
の
い
の
ち
追
い
越
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

定
ま
ら
ぬ
夫
の
病
状
花
は
葉
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
西 

澤
子

花
岬
ゆ
く
廃
業
の
遊
覧
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

あ
る
が
ま
ま
に
生
き
る
幸
せ
桜
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 

君
香

末
っ
子
の
門
出
見
守
る
内
裏
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二
三
子

船
笛
の
と
ど
く
校
舎
の
卒
業
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 

政
江

野
地
蔵
の
胡
坐
に
盛
ら
る
落
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 
扶
微
子

春
一
番
美
し
き
門
川
浪
立
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜
美

初
任
地
は
岬
の
分
校
風
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

鹿
除
け
の
柵
頑
丈
に
馬
鈴
藷
植
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

遥
か
な
る
峰
の
残
雪
鍬
休
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田 

淳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）

　

４
〜
10
月　

毎
月
第
一
土
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

　

11
〜
３
月　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

「
か
つ
ら
の
千
年
水
」
全
国
第
３
位
！

「
か
つ
ら
の
千
年
水
」
全
国
第
３
位
！

　

環
境
省
で
は
、昭
和
60
年
に
「
名
水
百
選
」

を
選
定
し
て
か
ら
30
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を

記
念
し
て
、
改
め
て
「
名
水
百
選
」
を
よ
り

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
世
界
に
誇
る

豊
か
な
水
資
源
を
各
地
域
の
活
性
化
な
ど
に

活
用
す
る
た
め
、「
平
成
の
名
水
百
選
」（
平

成
20
年
選
定
）
を
含
め
た
２
０
０
の
「
名
水
」

の
中
か
ら
選
抜
し
た
も
の
を「
観
光
地
」、「
景

観
」、「
秘
境
」、「
お
い
し
さ
」
の
４
つ
の
部

門
に
分
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
よ
る

「
名
水
百
選
」
選
抜
総
選
挙
を
２
月
15
日
〜

３
月
13
日
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
「
景
観
が
す
ば
ら
し
い
名
水

部
門
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て
い
た
「
か
つ

ら
の
千
年
水
」（
村
岡
区
和
池
）
が
、
皆
さ

ん
の
ご
支
援
に
よ
り
、
全
国
第
３
位
に
輝
き

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
町
の
大
切
な
資
源
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

「
景
観
が
す
ば
ら
し
い
名
水
部
門
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｏ
Ｐ 

５

　

１
位
… 

安
曇
野
わ
さ
び
田
湧
水
群
（
長
野

県
安
曇
野
市
）

　

２
位
…
大
杉
の
清
水
（
京
都
府
舞
鶴
市
）

　

３
位
…
か
つ
ら
の
千
年
水（
村
岡
区
和
池
）

　

４
位
…
菊
池
水
源
（
熊
本
県
菊
池
市
）

　

５
位
…
轟
渓
流
（
長
崎
県
諫
早
市
）

▲ 日量約 5,000 ｔの湧水が見られる和池の大かつら
　（但馬高原植物園）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 28年 4月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

※ このコーナーは、先月（3/21 ～ 4/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

こんにちは、赤ちゃん

記
後

編
集

　

熊
本
県
を
中
心
と
し
た
大

き
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
で
は
阪
神
・

淡
路
大
震
災
ク
ラ
ス
の
地
震

が
、
わ
ず
か
１
週
間
ほ
ど
の

間
に
２
度
も
発
生
し
た
と
の

こ
と
。
改
め
て
自
然
の
脅
威

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
で
、
我
が
家

の
懐
中
電
灯
な
ど
が
つ
く
か

な
ど
、
今
一
度
災
害
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
コ
バ
ヤ
シ
）

※ このコーナーは、先月（3/21 ～ 4/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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写真でつづる
まちのできごと

Photo News

期
待
と
緊
張
を
胸
に
〝
ド
キ
ド
キ
〞
の
入
学
式
！

町
内
小
学
校
入
学
式
（
４
月
８
日
）

　

町
内
10
小
学
校
で
４
月
８
日
に
一
斉
に
行
わ
れ
た
入
学
式
。

　

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
１
２
２
人
の
新
入
生
が
、
大
き
な
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
入
学
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
小
学
校
の
門
を
く
ぐ
っ
た
新
入
生
の
皆
さ
ん
。
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん

作
っ
て
、
仲
良
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
ね
。

▲
佐
津
小
学
校
の
新
入
生
の
皆
さ
ん

▲
射
添
小
学
校
の
新
入
生
の
皆
さ
ん

▲
小
代
小
学
校
の
新
入
生
の
皆
さ
ん
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交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
仲
良
く
通
学
し
よ
う
！

交
通
安
全
物
品
贈
呈
式
（
４
月
４
日
、
香
住
小
学
校
）

　

町
内
の
小
中
学
校
な
ど
の
新
入
生
に
安
全
な
登

下
校
を
呼
び
か
け
よ
う
と
、
役
場
、
香
住
交
通
安

全
協
会
（
三
輪
一か

ず

み三
会
長
）、
香
美
町
防
犯
協
会

（
西
村
功
会
長
）、
美
方
警
察
署
香
住
・
村
岡
警
部

派
出
所
（
小
場
教の

り
と
し稔

所
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
交
通
安

全
物
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
新
１
年
生
50
人
を
迎
え
る
香
住
小

学
校
（
山
西
周
二
校
長
、
３
５
３
人
）
で
４
月
４

日
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
と
同
校
の
新
１

年
生
代
表
の
５
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

浜
上
町
長
が
「
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
仲
良
く

通
学
で
き
る
よ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
グ
ッ
ズ
を
使
っ
て
安
全
に
通
学
し
て
く
だ

さ
い
」
と
お
願
い
。
そ
の
後
、小
場
所
長
が
「
出

る
時
は
止
ま
る
。
車
が
来
て
い
な
い
か
見
る
。

車
が
来
て
い
れ
ば
待
つ
。
こ
の
３
つ
の
こ
と
を

し
っ
か
り
と
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
注
意
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
遠
く
か
ら
で
も
よ
く
目
立
つ

黄
色
の
横
断
旗
や
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
な
ど
を

児
童
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

中
村
朱し

ゅ

り里
さ
ん
（
香
住
区
香
住
）
は
「
車
に

気
を
つ
け
て
お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
姉
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
通
い
ま
す
。
入
学
し
た
ら
勉
強
を
頑
張
り

ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
５
回
と
と
フ
ェ
ス
開
催
！

香
美
町
魚
食
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
条
例
施
行
２
周
年
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
４
月
16
日
、
役
場
本
庁
舎
前
）

　

４
月
16
日
、
暖
か
い
春
の
日
差
し
が
指
す

中
、
役
場
本
庁
舎
前
で
「
と
と
フ
ェ
ス
第

５
弾 

香
美
町
と
と
条
例
施
行
2
周
年
記
念

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
と
と
活
隊
主
催
）
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
が
魚
食
の
普
及
・

拡
大
を
目
指
し
て
制
定
し
た
「
香
美
町
魚
食

の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
施
行
２
周

年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
鮮
な
魚
や
サ
ザ
エ
、
ま
た
ハ

タ
ハ
タ
や
カ
レ
イ
の
干
物
な
ど
が
販
売
さ
れ
、

特
に
香
住
高
校
が
販
売
す
る
サ
ン
マ
の
味
噌

煮
、
ア
ジ
の
マ
リ
ネ
、
マ
グ
ロ
の
油
漬
け
の

缶
詰
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
ス
の
つ
み
れ
汁
や
カ
ニ
雑
炊
、
ハ

タ
ハ
タ
の
唐
揚
げ
な
ど
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
多
く
の
人
が
地
元
の
味
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
カ
ニ
の
甲

羅
を
い
か
に
高
く
積
み
上
げ
る
か
と
い
う
ゲ
ー

ム
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
豪
華
景
品
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
甲
羅
積
み
ゲ
ー
ム
で
15

個
の
甲
羅
を
積
み
、
商
品
を
獲
得
し
た
正
垣

樹い

つ

き生
さ
ん
（
香
住
区
駅
前
）
は
「
も
う
少
し
簡

単
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
意
外
と
難
し
か
っ
た

で
す
」
と
楽
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲多くの人で会場は賑わっていました

▲交通安全グッズを受け取る児童たち

　

３
月
18
日
、
香
美
町
環
境
美
化
推
進
協
議
会
（
山
村
紀

久
子
会
長
）
と
美
方
警
察
署
、
但
馬
県
民
局
環
境
課
な
ど

が
合
同
で
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
今
回
は

余
部
地
区
内
の
国
道
１
７
８
号
線
付
近
と
、
香
住
斎
場
付

近
、
町
道
香
住
下
岡
線
付
近
の
不
法
投
棄
の
状
況
を
把
握

し
、
不
法
投
棄
の
未
然
防
止
策
に
つ
い
て
を
協
議
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
推
進
委
員
な
ど
22
人
が
参
加
し
、
国
道
１
７

８
号
沿
い
な
ど
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
空
き
缶
や
空

き
瓶
な
ど
と
い
っ
た
家
庭
ご
み
が
多
く
見
ら
れ
、
中
に
は

ス
ク
ー
タ
ー
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
廃
タ
イ
ヤ
、
正
月
飾
り
な

ど
も
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
終
了
後
に
は
役
場
本
庁
舎
で
意
見
交
換
を

行
い
、
未
然
防
止
策
を
協
議
し
ま
し
た
。
予
防
策
と
し
て
、

警
告
看
板
や
、
小
型
の
鳥
居
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
す

る
な
ど
の
案
が
出
ま
し
た
。

　

山
村
会
長
は
「
前
は
大
型
ご
み
が
多
か
っ
た
が
、
今

回
は
家
庭
ご
み

が
多
い
気
が
し

ま
す
。
あ
る
程

度
看
板
な
ど
も

必
要
で
し
ょ
う

が
、
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
ご
み

に
対
す
る
意
識

を
育
て
る
こ
と

が
大
切
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
語
り

ま
し
た
。 不

法
投
棄
は
絶
対
ダ
メ
！

不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
（
３
月
18
日
、香
住
区
内
）

▲ 草むらに捨てられているスクーター



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　 消費生活センター　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）
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カッコ内は前月比
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る
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と
香
美
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第
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号
）
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5
月
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日
発
行
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行
／
兵
庫
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香
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町
　
企
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集
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画
課
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64）
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（平成 28 年 4月 1日現在）

18,924 人（－

9,056 人（ー

9,868 人（－

6,704 世帯（－

みんなのがっこうみんなのがっこう
第
５
回

余
部
小
学
校

学校の略歴

明治 8年 余部長福寺の一部を仮校舎として公立餘部小学校開設

明治 15 年 余部村浜 1567 番地に校舎を新築

明治 23 年 餘部村立餘部尋常小学校と改称

大正 3年 鎧分校を新設

大正 4年 御崎分校を設置

昭和 16 年 餘部国民学校と改称

昭和 22 年 餘部村立餘部小学校と改称

昭和 32 年 鎧地区が香住小学校区となり鎧分校廃止

昭和 42 年 現在地の校地を拡張し新校舎を建築移転

昭和 59 年 御崎分校新校舎完成移転

平成 17 年 香美町立余部小学校と改称

　

余
部
小
学
校
（
岡
本
哲
郎
校
長
、
26

人
（
御
崎
分
校
を
含
む
））
は
「
自
治

・
礼
儀
・
協
同
」
を
校
訓
と
し
「
ふ
る

さ
と
を
誇
り
に
未
来
に
向
け
主
体
的
に

学
び
、
挑
戦
す
る
余
部
っ
子
の
育
成
」 

を
教
育
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
徴
的
な
活
動
と
し
て
は
「
子
ど
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
が
あ
り
ま
す
。

　

５
、
６
年
生
が
自
分
た
ち
で
余
部
鉄

橋
や
空
の
駅
、
道
の
駅
あ
ま
る
べ
、
御

崎
地
区
な
ど
の
こ
と
を
調
べ
、
手
作
り

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
道
の
駅

あ
ま
る
べ
な
ど
を
訪
れ
た
観
光
客
に
対

し
て
地
区
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

途
中
に
ク
イ
ズ
な
ど
を
交
え
な
が
ら

楽
し
く
ガ
イ
ド
を
行
っ
た
こ
と
で
、
観

光
客
か
ら
も
大
変
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
３
、
４
年
生
は
ワ
カ
メ
刈
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
を
講
師
に
迎
え
、
長
い
ワ

カ
メ
刈
り
用
の
鎌
を
使
っ
て
新
鮮
な
ワ

カ
メ
を
刈
り
ま
し
た
。
海
の
近
く
に
住

む
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
初
め
て
の
体

験
で
し
た
。

　

こ
の
日
採
れ
た
ワ
カ
メ
は
干
し
た
り
、

み
そ
汁
や
ふ
り
か
け
に
し
た
り
し
て
食

べ
ま
し
た
。

　

岡
本
校
長
は
「
高
学
年
が
低
学
年
を

し
っ
か
り
と
み
て
、
常
に
一
緒
に
行
動

す
る
こ
と
が
多
く
、
全
体
が
家
族
の
よ

う
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
村
岡
小
学
校
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

▲余部鉄橋下の公園でガイドをしました

▲たくさんのワカメを刈ることができました


